
平
成
十
九
年
十
月
三
十
日
提
出

質

問

第

一

七

二

号

外
務
省
に
お
け
る
特
命
全
権
大
使
の
役
割
に
関
す
る
再
質
問
主
意
書

提

出

者

鈴

木

宗

男
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外
務
省
に
お
け
る
特
命
全
権
大
使
の
役
割
に
関
す
る
再
質
問
主
意
書

「
前
回
答
弁
書
」
（
内
閣
衆
質
一
六
八
第
一
〇
三
号
）
を
踏
ま
え
、
再
質
問
す
る
。

一

「
前
回
答
弁
書
」
で
は
、
外
務
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
四
十
一
号
）
第
十
二
条
第
三
項
に
お
け
る
待
命
の
特

命
全
権
大
使
（
以
下
、
「
特
命
全
権
大
使
」
と
い
う
。
）
に
対
し
て
、
本
俸
と
は
別
に
大
使
手
当
が
支
給
さ
れ
る
か
と
の
質

問
に
対
し
て
、
「
お
尋
ね
の
『
大
使
手
当
』
の
意
味
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
待
命
の
特
命
全
権
大
使
等
に
は
、

地
域
手
当
及
び
期
末
手
当
が
支
給
さ
れ
、
ま
た
、
該
当
す
る
者
の
み
通
勤
手
当
も
支
給
さ
れ
る
。
」
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て

い
る
が
、
前
回
質
問
主
意
書
で
い
う
大
使
手
当
と
は
、
例
え
ば
二
〇
〇
七
年
十
月
十
六
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
政
府
答
弁
書

（
内
閣
衆
質
一
六
八
第
七
一
号
）
の
三
に
つ
い
て
で
政
府
が
触
れ
て
い
る
在
勤
手
当
等
、
本
俸
と
は
別
に
支
払
わ
れ
る
各
種

手
当
の
こ
と
で
あ
る
。
「
特
命
全
権
大
使
」
に
対
し
て
本
俸
と
は
別
に
在
勤
手
当
の
よ
う
な
各
種
手
当
が
支
払
わ
れ
て
い
る

か
、
再
度
質
問
す
る
。

二

「
前
回
答
弁
書
」
で
は
、
現
在
設
置
さ
れ
て
い
る
「
特
命
全
権
大
使
」
に
、
国
際
テ
ロ
対
策
担
当
・
北
朝
鮮
核
問
題
（
廃

棄
・
検
証
）
担
当
、
朝
鮮
半
島
エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発
機
構
担
当
、
人
権
問
題
に
関
す
る
各
種
協
議
、
調
整
等
担
当
、
科
学
技
術

協
力
担
当
、
国
際
貿
易
・
経
済
担
当
、
地
球
環
境
問
題
担
当
、
第
四
回
ア
フ
リ
カ
開
発
会
議
担
当
、
沖
縄
担
当
、
関
西
担
当

一



の
九
つ
の
「
特
命
全
権
大
使
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
右
の
内
、
現
在
整
理
・
廃
止
の
検
討
対
象
と
な
っ
て
い
る
「
特
命

全
権
大
使
」
は
あ
る
か
。

三

二
の
九
つ
の
「
特
命
全
権
大
使
」
の
内
、
例
え
ば
科
学
技
術
協
力
担
当
大
使
と
文
部
科
学
省
、
国
際
貿
易
・
経
済
担
当
大

使
と
経
済
産
業
省
及
び
財
務
省
、
地
球
環
境
問
題
担
当
大
使
と
環
境
省
と
の
役
割
等
に
つ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
な
調
整

が
行
わ
れ
て
い
る
か
。
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
が
重
複
ま
た
は
類
似
し
、
行
政
上
無
駄
な
コ
ス
ト
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
な
い

か
。

四

「
前
回
答
弁
書
」
で
は
、
昭
和
五
十
五
年
に
設
置
さ
れ
、
平
成
十
年
に
廃
止
さ
れ
た
「
北
海
道
大
使
」
に
つ
い
て
、
「
昭

和
五
十
五
年
か
ら
待
命
中
の
特
命
全
権
大
使
を
北
海
道
担
当
に
任
命
し
、
北
海
道
民
の
政
財
界
、
報
道
関
係
者
及
び
北
海
道

民
の
国
際
問
題
に
つ
い
て
の
理
解
を
得
る
た
め
の
事
務
に
従
事
さ
せ
て
き
た
が
、
北
海
道
だ
け
で
は
な
く
国
内
の
都
道
府
県

を
対
象
に
我
が
国
の
外
交
政
策
及
び
国
際
情
勢
に
関
す
る
国
内
広
報
活
動
を
強
化
す
る
こ
と
と
し
た
こ
と
に
伴
い
、
平
成
十

年
に
北
海
道
担
当
を
廃
止
し
た
。
」
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
例
え
ば
北
方
領
土
に
最
も
隣
接
し
、
北
方
領
土
問
題

の
原
点
の
地
と
も
言
え
る
北
海
道
を
担
当
す
る
特
命
全
権
大
使
を
廃
止
す
る
一
方
で
、
北
方
領
土
問
題
や
米
軍
基
地
問
題
等

と
直
接
の
関
わ
り
合
い
も
な
く
、
同
類
の
深
刻
な
問
題
を
抱
え
て
い
る
こ
と
も
な
い
大
阪
・
関
西
地
方
に
特
命
全
権
大
使
を

二



設
置
し
て
い
る
こ
と
は
、
論
理
的
整
合
性
が
な
く
、
行
財
政
改
革
の
観
点
か
ら
も
、
関
西
大
使
を
含
む
「
特
命
全
権
大
使
」

の
整
理
・
廃
止
を
検
討
す
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
外
務
省
の
見
解
如
何
。

右
質
問
す
る
。

三


